








































査担当」の方々が 17 名である（2012 年６月１日現在）。 
 所蔵資料は図書資料が総計 490,089 冊。新聞雑誌等の資料について，新聞が 160タイト
ル，雑誌が 1,668 タイトル，マイクロフィルム資料が 6,464 リール。電子媒体資料が 444
点。視聴覚資料として，ビデオテープが 2,646 タイトル，ビデオディスクが 44 タイトル，































































 1） 『読売新聞』2012 年 10 月 10 日付 
 2） 『朝日新聞』2012 年 11 月 1 日付 









































































































































































































 都立図書館は 1908 年，日比谷図書館が開館したことに端を発します。更に 1973 年に都
立中央図書館が開館し，八王子・立川・青梅にあった三館を多摩図書館として併合し，1987
年から中央図書館は 23 区，多摩図書館は多摩地域と地域で分担した運営が行われました。 
 2002 年に中央・日比谷・多摩図書館を組織統合して都立図書館として一体化運営が図ら
れました。今のように多摩図書館で児童・青少年サービスを行う機能分担がなされるよう
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になったのはこの時からです。2008年に都市東京資料の集中化の方針に基づき，多摩地域
の資料を都立中央図書館に移管します。2009 年，都立中央図書館・多摩図書館がリニュー
アルオープンになりました。 
 所蔵資料数は中央図書館が図書約180万冊，新聞・雑誌が約 8,000タイトル，多摩図書館
は児童・青少年図書が約182,000 冊，雑誌が約 16,900タイトル，新聞が約170紙となってい
ます。なお，中央図書館には特別文庫室や音声・映像資料室，視聴覚障害者サービス室があ
り，１階には NDC分類ではなく設定したテーマごとに分けた資料も配置してあります。 
３．実習内容 
 企画経営課・情報サービス課・資料管理課という課ごとに日程が組まれ，午前中にその
課や業務についての概要説明があり，午後に実践するというものでした。初日と最終日は
企画経営課の方による実習で，初日はオリエンテーションと館内を見た上で気付いたこと
を実習生全員で意見を出し合ってまとめるという作業でした。 
 情報サービス課での実習は重点的情報サービス（テーマごとに分ける資料配置）や電話
センター実習，カウンター研修，開館時利用者出迎え，新聞綴じ，雑誌の排架，出納業務，
資料整理，各自で自由にテーマを決めてそれを調べるレファレンスのようなものがありま
した。資料管理課の実習は，和書の選定，和書・雑誌・年鑑の収集やデータ作成，海外資
料のデータ作成がありました。和書は選定するといっても私達実習生が選んで図書館に入
れてもらうというものではなく，あらかじめ図書館の方々が選定会議を終えたものについ
て自分で判断して購入するかどうか考えるというものでした。 
 多摩図書館では８月８日と８月９日の２日間実習をさせていただき，１日目は多摩図書
館の概要説明と児童青少年サービスについて，２日目は新着雑誌処理や書庫出納，出納カ
ウンター実習と東京マガジンバンクについてでした。児童青少年サービスについては「羅
針盤」という高校生向けのブックリストの改訂にあたり，高校生に薦めたい本があるかど
うか，またその作品について「羅針盤」の掲載にふさわしい本かどうかの話し合いをし，
その後夏休みの小学生向けの自由研究講座にも参加させていただきました。 
 最終日は中央図書館に戻り，実習を終えての感想と「私なら，都立図書館をこのように
PRする！」というテーマのプレゼンを行い，実習の総まとめとして職員の方々から意見を
いただきました。 
４．考察 
 初日のワークショップでじっくりと館内を見ることができたこと，他大学の実習生と話
す機会を得たことが後々の実習に役立ちました。事前に予定を目一杯に詰めた日程だとい
うお話は伺っていましたが，本当に充実していました。一般市民向けに定期的に図書館バ
ックヤードツアーなどを行っていることもあってか，とても丁寧な説明を受けることがで
きました。実習を進めるうちに課や係を連携することがとても大切なのではないかと感じ
ました。資料の選書や収集に始まり，それをデータ化・装備し，情報サービス課へと渡し，
利用者へと提供し，また利用者にどのような資料があるのか，どのようなことが図書館で
できるのかを知ってもらうための企画を作るという一連の流れ。これはどれか一つが欠け
てしまっただけでも利用者に支障をきたすはずです。一つ一つのことを正確にかつ迅速に
作業することで利用者が気持良く図書館を使うことができるのだと改めて思いました。実
習に行く前は直接利用者と接するレファレンスに重きを置きがちでした。しかし，いかに
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使いやすいように本を排架するか，いかに分かりやすくデータを入力するかという，利用
者が普段意識しないような所でも使いやすいと思ってもらうような工夫が大切だと気付き
ました。 
 二週間の中で気付くことのできなかった都立図書館の一面もあると思います。それでも
職員の方にさまざまなことを教えて頂き，どのような質問にも快く答えて頂けたことに感
謝したいです。授業として学んでいるだけでは分からなかった図書館を知ることができて
視野が大きく広がり，この実習で図書館というものが更に身近な存在となりました。この
実習で得たものをどこかで活かしていきたいです。 
